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小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 社会福祉法人千鳥会 代表者 吉村秀樹 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

事業所の定員や体制に応じてではあるが、個々ご利用者に必要としている支

援を行っています。要介護度や事業所都合での支援内容の制限、調整は行っ

ていません。登録制で通い・泊り・訪問を柔軟に組み合わせ、日々の状況に

合わせ担ったサービスを提供しています。また、相談に対し、できる事を提

案しながら利用者家族と一緒に悩み考え寄り添って行ける事業所でありたい

です。コロナ感染状況に応じて、地域行事参加への軽減はあるものの、でき

る事を考えこれまでの生活スタイルを大切に、その人らしく生活が送れるよ

う、より良い支援に結び付けていきます。 

事業所名 
小規模多機能型居宅介護事業所 

ほほえみ 
管理者 寺谷善正 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

1 人 1 人 ２人 0 人 0 人 １人 0 人 4 人 0 人 ９人 

 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

②【～したい】の実現 

サービス開始前時点でご本人の

目標「ゴール」を明確にし、事前

情報として各職員が確認出来る

ようにしていますが、目標の把握

まで至っていないケースもあり

ます。当面の目標「～したい」に

ついては日々の関わりの中で把

握しやすい面もありますが、引き

続き「ゴール」に向けた支援へと

繋がるよう各職員への伝達、情報

共有に取り組む必要があります。 

 

 

 

 
 

⑥連携・協働 

外部の会議へ積極的に参加する

ことで、地域の状況や課題等の情

報を把握して事業歩内で共有し

ていきます。感染対策を継続しな

がらも、状況を見ながら地域の活

②初期の関わりからご利用者ご家

族との関係性を大切に、時には価

値観や意向の汲み取りも行いなが

ら日々努めています。目標として

いる｢ゴール｣また｢～したい｣との

気持ちに傾聴しまた、支援者であ

るご家族の状況も知り得ながら職

員間での情報交換、共有に取り組

みました。個々職員においても、

目標に少しでも近づけるよう関わ

りを持つという意識も高まってい

るように思います。新型コロナウ

イルス感染状況に伴い実施出来な

かった行事への参加もして頂き、

ご利用者ご家族にも大変喜んで頂

け、心情を深く察することが出来

ました。 

⑥感染状況に伴い、地域行事への

再開情報も把握しながら、地域行

事へも積極的に参加する事ができ

た。また、100 歳体操の会場とな

っており地域の方の訪れもあり、

学校との連携を行い学生が事業所

⑦運営 

運営推進会儀などの会議にて、

ご利用者状況に加え、事業所内

での取組み報告、また地域、関

係機関との意見交換等での連携

を図り運営には活かせている

が、協働した取組みは行えてい

ないのが現状である。 
 

⑦ 

新型コロナウイルス感染状況の

緩和に基づき、地域に貢献でき

るようまた、自分たちの出来る

事を提案しながら、地域と協働

での取組みを積極的に実施し、

これまで以上に必要とされる拠

点を目指し向上していきます。 
 



動やイベントへの参加にも取組

み、地域や関係機関との連携の向

上に取り組んでいきます。また事

業所行事や作品展示の再開を検

討し、地域の方が事業所を訪れる

機会が増えるようしていきたい

と思います。 
 

⑧質を向上させるための取組み 

各職員が、オンラインを含めた資

格取得やスキルアップ研修に参

加し、サービスの質、モチベーシ

ョンの向上に繋げられるよう研

修情報の収集と参加調整に取り

組みます。リスクマネジメントの

面では、引き続きインシデント・

アクシデント記録を活用して未

然防止と再発防止の徹底に取り

組んでいきます。 

を訪れる機会も持て交流を図る事

ができた。事業所行事においては、

秋祭りの企画も進んでいたが今年

度は気象予報により中止となって

しまった。 

 

 

 

⑧一部の職員であるが外部研修へ

の参加を実施し、研修内容報告ま

た業務に取り入れ実践していく事

で、他職員のサービスへの向上に

向けた取組みに意識が高まりつつ

あると感じる。また、リスクマネ

ジメントにおいては、事故の未然

防止と再発防止に取り組む意識が

高まり職員間で対策を検討、イン

シデントの記載件数も増えてい

る。  

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

なし なし なし なし 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

なし なし。 なし 

 

なし 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

なし。 なし。 ４．見守りサービスにおいて、心

配な方の声があれば、必要に応じ

て必要なサービスへ繋げてほし

い。 

なし。 



Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

特養・多機能の部署ごとの取り組

みだけでなく、ほほえみとしての

取り組みについても、1 年間の会

議の中で項目を決めて報告し、運

営推進会議メンバーの皆様から

意見をいただけるようにしてい

きます。 

これまで開催されていた｢春祭り｣

では、新型コロナウイルス感染状

況に伴い開催の中止また、時期的

に天候や災害での中止が多くあっ

た為、今年度より｢秋祭り｣に移行。

(会議にて報告済であった)企画、計

画へと繋げていたが、気象予報に

より開催中止となってしまった。 

 

なし なし 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

３．3 月の避難訓練で、運営推進会

議メンバーの皆様に見学をしてい

ただきます。 

3 月の避難訓練に呼びかけを実施、

数名見学参加して下さっています。 

１．あるのは知っているが、計画

内容の把握まではできていないの

が現状である。 

⇒事業所の規定として作成は終え

ている。(昨年 2 月に BCP に基づき

報告実施) 

随時内容は伝達していけたらと思

います。 

 

なし。 

 


